
  TEDS対応 ＳＡ-５７０ＳＴ ストレイン/DCアンプ 

        簡易取扱説明書                     D010860-00F 

 

 

 

このたびは、SA-570STストレインアンプをお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。 

SA-570STの優れた性能を充分に発揮させ、正しく安全にご使用いただくため、はじめにこの簡易取扱説明書 

及びＣＤ版取扱説明書をお読みいただき、内容を正しくご理解した上で、お使いくださるようお願いいたします。 

 

 

 

パッケージには次のものが同梱されています。万が一、不足しているものがありましたら、弊社までご連絡ください。 

□ SA-570ST 本体       1 

□ 簡易取扱説明書（本書）     1 

□ Kulite圧電トランスジューサ用簡易取扱説明書    1 

□ ACアダプタ       1 

□ ＣＤ－ＲＯＭ（取扱説明書、SA-570 Naviソフトウェア）   1 

□ 本体カバー用ねじ（スタンドを取り外した際に使用します）   4 

 

 

 

センサ等からの入力信号やブリッジ電圧のリモートセンス信号及び TEDS 信号を接続します。本体リアパネルにある

INPUTコネクタに接続します。 

 

 入力コネクタ: 本体側 PRC03-21A10-7F (7 ﾋﾟﾝ) 

ピン番号 信号 説明 

A +EXC ブリッジ電圧出力＋ 

B -SIG 入力信号－ 

C -EXC ブリッジ電圧出力－ 

D +SIG 入力信号＋ 

E SHIELD シグナルグランド 

F +SENSE / TEDS ブリッジ電圧リモートセンス＋ / TEDS 

G -SENSE / GND ブリッジ電圧リモートセンス－ / TEDS GND 

適合プラグ：多治見無線製 PRC03-12A10-7M10.5 

 

 

 

外部からオートバランス、CAL+、CAL-の制御信号を入力します。本体リアパネルにあるEXTERNAL CONTROLコネ

クタに接続します。 

1. EXTERNAL CONTROLコネクタ: 本体側 D-SUB9 ﾋﾟﾝ （ｲﾝﾁねじ固定タイプ） 

ピン番号 機能 説明 

1 RESERVED 予約端子 （接続禁止） 

2 RESERVED 予約端子 （接続禁止） 

3 BALANCE オートバランス入力：COMMONとショートでON （接点入力） 

4 CAL＋ CAL＋：COMMONとショートでON （接点入力） 

5 CAL－ CAL－：COMMONとショートでON （接点入力） 

6 MONITOR OUT モニタ出力信号 （出力インピーダンス：1.1KΩ） 

7 RESERVED 予約端子 （接続禁止） 

8 COMMON 内部GND 

9 COMMON 内部GND 

複数台(最大8台)のSA-570STを連結し、LINK接続している場合は、いずれか1台のSA-570STに外部コントロール信

号を入力して下さい。LINKモードをONに設定したSA-570STを制御することができます。 

 注意 

・SA-570ST本体の制御を行うためには、該当のピンとCOMMONを短絡します。その際、約 1mAの電流が流れますの

で注意して下さい。 

・RESERVRD端子は内部で使用しますので何も接続しないで下さい。 

 

 

 

MENU項目のインジケータ（LED）は、橙色、黄緑色、赤色、消灯で以下の状態を示します。 

インジケータ色 状態 

橙色 MENU項目が選択されている状態 

赤色 MENU項目が選択され、その項目の機能がON(有効)に設定されている状態 

黄緑色 MENU項目が非選択で、その項目の機能がON(有効)に設定されている状態 

消灯 MENU項目が非選択、または非選択でその項目の機能がOFF(無効)に設定されている状態 

 

 

 

1. 上/下キーでMENUのEXCを選択します。 

設定表示に現在のブリッジ電圧(EXC)が表示されます。 

EXCでは、ブリッジ電圧の設定ができます。 

2. ブリッジ電圧(EXC)を設定します。 

a. ENTERキーを押すと設定表示の電圧値が点滅表示します。 

b. 上/下キーを押して ----、1、2、5、10Vのいずれかを選択します。 

----は、出力を無効に設定します。(出力電圧回路への電源供給を

遮断します。) 

 

c. ENTERキーを押して確定します。選択をキャンセルする場合は、 

OFFキーを押します。 

 注意 

ブリッジ電圧の設定は、接続するセンサの規格に合わせて行って下さい。誤った設定を行うとセンサを壊す恐れがあります。 

 

 

 

1. 上/下キーでMENUのSENSEを選択します。 

設定表示に現在の感度値が表示されます。 

SENSEでは、感度設定ができます。 

・ストレインアンプモード時は、ひずみ量単位（μST）となり、感度設定した

ひずみ量が入力されるとOUT RANGEで設定された電圧が出力され

ます。 

・DCアンプモード時は、電圧単位(mV）となり、感度設定した電圧が入力

されるとOUT RANGEで設定された電圧が出力されます。 

2. 感度（SENSE）を設定します。 

a. ENTERキーを押すと現在設定されている感度値が設定表示に表示

され、入力桁が点滅表示します。 

b. 左/右キーを押して入力桁の位置を設定します。 

c. 上/下キーを押して希望の値に設定します。 

・ストレインアンプモードの場合：  

 

 

 

 

 

 

ブリッジ電圧に関わらず400μST～20000μSTまで設定可能です

が、ブリッジ電圧により最小感度値に制限があります。 

・DCアンプモードの場合：2mV～105mVの範囲で設定します。 

d. ENTER キーを押して確定します。設定値をキャンセルする場合は、

OFFキーを押します。 

◇ ブリッジ電圧（EXC）と感度設定（SENSE）の関係について 

通常、ひずみ電圧出力は、同じひずみ量でもブリッジ電圧を変えるとブリッジ電圧に比例して変化します。 

SA-570STは、内部でブリッジ電圧毎に感度較正しますのでブリッジ電圧を考慮せず感度設定することができます。 

感度設定の上限は 20000μSTですが、ブリッジ電圧により最小の感度設定値に制限があります。（2.- c. の表を参照）. 

注意 

ストレインアンプモード時、感度に 10000μSTを超える値を設定した場合は、CALで出力できるキャリブレーションレベルは50P（50%）ま

でになります。100P(100%)を設定してキャリブレーション出力をONにするとCALオーバーアラームが発生します。 

 

 

 

1. 上/下キーでMENUのR.SENSE/TEDSを選択します。 

設定表示に現在の設定値が表示されます。 

R.SENSE/TEDS では、ブリッジ電圧のリモートセンスの有無または

TEDS設定、及びTEDSの読み込みができます。 

2. リモートセンス/TEDS(R.SENSE/TEDS)を設定します。 

a. ENTERキーを押すと設定表示の設定値が点滅表示します。 

b. 上/下キーを押して ----、rSEnS、tEdSのいずれかを選択します。 

---- ：ブリッジ電圧のリモートセンスを使用しない。 

r.SEnS ：ブリッジ電圧のリモートセンスを使用する。 

tEdS ：TEDS対応センサを使用する。 

c. ENTERキーを押して確定します。選択をキャンセルする場合は、 

OFFキーを押します。 

3. TEDSの読み込み。 

TEDSセンサを使用する場合は、最初にTEDSセンサの読み込みを行い

ます。以下の手順でTEDSの読み込みを実行します。 

a. R.SENSE/TEDSで ｔEdSを設定した状態でTEDSセンサを接続

します。 

b. ONキーを押すとTEDS読み込みが実行され、レベルメータが左端から

点灯します。 

c. レベルメータが+100％まで点灯すると読み込み完了です。 

（10～15秒程度） 

d. 設定された感度（SENSE）とブリッジ電圧（EXC）を確認します。 

注意 

ブリッジ電圧のリモートセンスを使用するに設定した状態でリモートセンス未対応のケーブルを接続すると[Err.  1]の BV エラーが発生し

ます。 

ブリッジ電圧 感度の設定範囲 

1V 4000μST ～ 20000μST 

2V 2000μST ～ 20000μST 

5V 800μST ～ 20000μST 

10V 400μST ～ 20000μST 

はじめに 

制御信号の接続 

センサの接続 

パッケージ内容 

ブリッジ電圧設定（EXC） 

感度設定（SENSE） 

リモートセンス/ＴＥＤＳ設定（R.SENSE/TEDS） 

ONキー：TEDS読み込み 

TEDS 読み込み中

を示すインジケータ 

TEDS読み込みの例 

選択 

ENTERキー 

左/右キー 

上/下キー 

選択 

ENTERキー 

左/右キー 

上/下キー 

ONキー 

選択 

ENTERキー 

左/右キー 

上/下キー 

MENUインジケータ 



 

 

 

1. 上/下キーでMENUのOUT RANGEを選択します。 

設定表示に現在の出力電圧レンジが表示されます。 

OUT RANGEでは、出力電圧レンジの設定ができます。 

2. 出力電圧レンジ(OUT RANGE)を設定します。 

a. ENTERキーを押すと設定表示の電圧値が点滅表示します。 

b. 上/下キーを押して ----、1、2、5、10Vのいずれかを選択します。 

----は、出力を無効に設定します。(出力電圧回路への電源供給を

遮断します。) 

c. ENTERキーを押して確定します。選択をキャンセルする場合は、 

OFFキーを押します。 

d. 左/右キー（－/＋）を押して出力電圧をFINE調整（出力電圧レンジ

の約1/3～1倍）できます。FINE調整した場合は、FINEインジケータ

が点灯します。 

 

FINE 調整のキャンセルは、FINE インジケータが消えるまで右キー

（＋）を押すか、再度、a.～c. の出力電圧レンジ設定を行います。 

◇ OUT RANGE の許容出力電圧について 

SA-570STの直線性の保証されている最大出力電圧は±10Ｖです。 

最大入力の範囲内でSA-570ST の出力電圧はOUT RANGEの設定電圧を超え、下記の電圧まで直線性が保証されます。 

OUT RANGE 出力電圧 

1V ±2V 

2V ±5V 

5V ±10V 

10V ±10V 

例えば、SENSE設定2000μSTでOUT RANGE 2Vの場合、最大入力±5000μSTまで測定可能となります。 

 

 

 

1. 上/下キーでMENUのBALANCEを選択します。 

設定表示に現在のオートバランスのON/OFFの状態が表示されます。 

BALANCE では、オートバランス機能の ON/OFF 設定とオートバランス

（ゼロバランス）が実行できます。 

2. オートバランス機能のON/OFFを設定します。 

・ONキーを押すと設定表示にONが表示されオートバランス機能が 

有効になります。 

以前のオートバランスのバランス量で電圧が出力されます。 

ON 時は BALANCE キーの長押し（1 秒以上）でオートバランスが

実行されます。 

 

・OFFキーを押すと設定表示にOFFが表示されオートバランス機能が

無効になります。 

オートバランスがキャンセルされオートバランス前の電圧が出力され 

ます。 

OFF 時はBALANCEキーを長押ししてもオートバランスは実行 

されません。 

3. オートバランスの実行 

a. MONITORキーでOUT（出力電圧表示）に設定します。 

b. ONキーでオートバランスONに設定します。 

c. BALANCE キーを長押しして（1 秒以上）オートバランスを実行しま

す。 

オートバランス実行中は、FINEが点滅します。 

オートバランスは現在の入力量をキャンセルするようにゼロバランスして

出力電圧を 0Vにします。 

d. オートバランス実行後に 左/右キー（－/＋）を押して 0V の微調整が

可能です。 

（オートバランスを再実行すると微調整はキャンセルされます。） 

 

SA-570STは、ストレインアンプモード時は、±10000μSTまで、DCアン

プモード時は、±30mV までのオフセット量をバランスさせることができます。

この範囲を超えている場合はオートバランスアラームが発生します。 

注意 

オートバランス機能を ONに設定した場合は、MENUの選択項目に関わらず BLANCE キーの長押しで（1秒以上）オートバランスが

実行されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アラーム 

SA-570STは、ALARMインジケータを点滅または点灯し、警告を以下のように表示します。 

1. SA-570STのアラーム表示（ALARMインジケータが点滅または点灯） 

アラーム（モニタ表示） 番号 アラーム名 原因 対策 

  

アラーム１ 

 

A/Dオーバーフロー 

アラーム 

出力値が大きすぎる。 

 

入力を小さくする。また

は、SENSE の感度設

定を見直す。 

 

アラーム２ 

 

ゲイン不足アラーム 

 

感度値が大きすぎる。 ブリッジ電圧に対応した

感度値を設定する。 

 

アラーム３ 

 

出力シフトオーバー 

フローアラーム 

 

- 

弊社サポート部門にご

連絡下さい。 

 

アラーム４ 

 

オートバランス 

アラーム 

入力値がバランス範囲

を超えている。 

入力信号や感度値を

見直し、再び、オートバ

ランスを行う。 

 

アラーム５ 

 

CALオーバー 

アラーム 

 

感度値が 10000μST

を超えている。 

SENSEの感度値、また

は、CAL のレベルを見

直す。 

  

 

－ 

 

 

アナログ出力 

アラーム 

 

 

出力値が大きすぎる。 

（±10.5V以上） 

入力を小さくする。また

は、SENSE の感度設

定を見直す。 

アラーム１～アラーム５は、モニタ表示の最上位桁の 7セグメントLEDの点灯位置で示します。 

2. パネルロック（P.LOCK）やPC接続して設定変更禁止の状態で、設定変更の操作を行うとALARMインジケータが点灯し、設定

表示に [ - PL - ]または [ - PC - ] を 2秒間点滅表示して警告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラー 

SA-570STは、ALARMインジケータが点滅し、エラーを以下のように表示します。 

1. SA-570STのエラー表示（起動時のエラーでALARMインジケータが点滅） 

モニタ表示 設定表示 エラー名 原因 対策 

Error Para. 設定値エラー 設定値に欠損がある。 いずれかのキーを押すと出荷時設定で起動します。 

F.Error LoSt.Co 調整値エラー１ － 弊社サポートへお問い合わせ下さい。 

F.Error Corr. 調整値エラー２ － 弊社サポートへお問い合わせ下さい。 

2. SA-570STのエラー表示（通常動作時のエラーでALARMインジケータが点滅） 

エラーコード 

（モニタ表示） 

エラー名 原因 対策 

 BVエラー 

 

R.SENSE/TEDS でリモートセンス

有効を設定しているのにリモートセン

ス端子（INPUTコネクタ）が接続され

ていない。 

リモートセンス端子を正しく接続する ま

たは R.SENSE/TEDS でリモートセン

ス無しに設定する。 

 低電圧エラー 

 

電源電圧が低い。 ・ACアダプタ出力が低下している 

・直接 DC 電圧を入力している場合

は、供給源に異常がないかを確認す

る。 

 TERMINATOR 

エラー 

 

リアパネルの TERMINATOR スイッ

チの設定に誤りがある。 

 

1 台 で ご 使 用 の 場 合 は

TERMINATOR-ON する複数台で

LINK 接続している場合は両端の

TERMINATOR-ON、他は OFF す

る。 

 通信エラー 

 

LINK接続した SA-570ST間の通

信に問題がある。 

アンプ ID、TERMINATOR ON/OFF

設定を確認する。または、LINK 接続

ケーブルを確認する。 

 TEDS読み込み 

エラー 

TEDS センサの読み込みができな

い。 

またはテンプレート IDが異なる。 

TEDSセンサの種類、接続及び 

ケーブルを確認して、再度TEDS 

読み込みを行う。 

 TEDS比較 

エラー 

起動時のTEDS読み込みに失敗ま

たは、読み込んだ情報と設定情報

が不一致。 

TEDSセンサの接続、ケーブルを 

確認する。またはR.SENSE/TEDSで

TEDSセンサの使用を解除する。 

注意 

エラーが発生した場合は、エラーコードを確認し対策を行って下さい。エラーが解除されない場合は、電源を入れ直して正常動作を 

確認して下さい。 

 

 

 

ティアック株式会社  〒206-8530 東京都多摩市落合1-47  

本社・情報機器事業部 メジャメントプロダクト部 営業課  

TEL 042 (356) 9161 

お問い合わせ先 

出力電圧設定（OUT RANGE） 

オートバランス設定（BALANCE） 

選択 BALANCEキー 

MONITOR 

（LINK）キー 

ONキー OFFキー 

左右キー 

上下キー 

パネルロック中の変更操作アラーム PC接続中の変更操作アラーム 

SA-570STのアラームとエラー 

アラーム 2 

アラーム 3 

アラーム１ 

アラーム 5 

アラーム 4 

選択 

ENTERキー 

左/右キー 

上/下キー 

FINE 

インジケータ 
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